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郡
山
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１
　
所
在
地
　
　
　
官
城
県
仙
台
市
郡
山

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
七
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
仙
台
市
赦
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
木
村
浩
二

・
青
沼

一
民
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
行
跡

・
寺
院
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
ｉ
八
世
紀
前
半

７
　
連返
跡
及
び
木
簡
出
上
遺
構
の
概
要

郡
山
遺
跡
は
仙
台
市
郡
山
地
内
に
所
在
す
る
七
世
紀
末
ぞ
八
世
紀
前
半
の
官

衝

・
寺
院
跡
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
仙
台

平
野
の
ほ
ば
中
央
に

位
置
し
、
広
瀬
川
と

名
取
川
に
は
さ
ま
れ

た
標
高
八
ぞ

一
二
ｍ

の
自
然
堤
防
上
に
立

地
し
て
い
る
。

一
九
七
九
年
、
は

じ
め
て
発
掘
調
査
が

1郡山遺跡範囲 2推 定方四
町官衛域 3推定方二町寺院域
(仙台)

行
わ
れ
、　
一
九
八
〇
年
度
か
ら
五
カ
年
計
画
で
範
囲
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。

遺
跡
は
推
定
方
四
町

（
一
町
＝
一
〇
七
ｍ
）
の
官
衝
域
と
そ
の
南
側
の
推
定
方

二
町
の
寺
域
と
に
分
か
れ
、
方
四
町
官
衛
域
の
外
郭
施
設
は
直
径
三
〇

∽
程
の

丸
材
を
密
に
立
て
並
べ
た
柵
木
列
と
そ
の
外
側
に
廻
ら
し
た
幅
四
ｍ
前
後
の
大

溝
で
、
柵
木
列
に
は
裕
建
物
跡
が
三
個
所
検
出
さ
れ
て
い
る
。

推
定
方
二
町
寺
域
は
官
衝
外
郭
と
区
画
方
向
を
揃
え
、
官
衡
外
郭
南
辺
よ
り

一
町
南
を
北
辺
、
官
行
の
仮
想
中
軸
線
の
延
長
を
東
辺
と
し
て
想
定
さ
れ
る
方

二
町
の
区
域
で
、
東
西
長
三
二
ｍ
以
上
、
南
北
長

一
二
ｍ
以
上
の
版
築
に
よ
る

建
物
基
壇
や
多
量
の
瓦
や
鶏
尾
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
推
定
方
二
町
寺
域
内
の
東
側
で
実
施
し
た
第

一
五
次
調
査
区
で
検
出

し
た
井
戸
跡
（
ｓ
Ｅ
一
五
七
）
か
ら
三
点
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
跡
は
検
出
面
で

の
直
径
が
三

・
八
卜
四
ｍ
の
円
形
掘
形
に
一
辺
約

一
ｍ
の
木
枠
組
が
良
好
に
遺

存
す
る
も
の
で
、
深
さ
は
検
出
面
か
ら
三

・
五
ｍ
程
で
あ
る
。
井
戸
枠
内
に
は

六
層
が
ほ
ば
水
平
に
堆
積
し
て
お
り
、　
一
号
木
筒
の
出
上
し
た
五
層
か
ら
は
桶

巻
作
り
に
よ
る
平
瓦
、
多
賓
城
跡
の
創
建
期
よ
り
古
い
時
期
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
単
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
、
緊
尾
片
な
ど
が
出
上
し
、
二

・
三
号
木
簡
の
出
土

し
た
六
層
下
部
、
井
戸
底
面
よ
り
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ

る
土
師
器
甕

・
壺
が

一
括
出
土
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（木
村
浩
一し

木
簡
の
釈
文

。
内
容

「＜
封
附

×

（μＯヽ
）
×
］Φ
×
∞
　
〇∞Φ

(1) 8



1981年出上の木簡

1.8cnl呵 ②
　
　
×
學
生
寺

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

大
じ

温

ｏ曽

０
　
。
「
　

起

。
ョ
波
婆
云
婆
塞
云
婆
宇
宇
宇
宇
宇
』
　

　

　

　

（∞じ

苫
露
、
昌

①
下
端
欠
損
。
上
端
か
ら
約

一
。
八
釦
の
位
置
に
左
右
か
ら
浅
い
切
り
込
み

が
あ
る
。
ス
ギ
柾
目
材
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

②
上

・
下
端

。
左
側
面
欠
損
。
ヒ
ノ
キ
板
目
材
。

①
下
端
欠
損
。
下
端
を
羽
子
板
の
柄
の
ご
と
く
幅

一
・
八

釦
の
約
半
分
○

・

九

伽
の
幅
で
削
り
出
し
て
い
る
。
片
面
は
右
側
面
に
切
り
込
み
が
大
小
六
個
所

あ
り
、
そ
の
他
、
墨
痕
ま
た
は
わ
ず
か
な
刻
目
が
荻
個
所
確
認
で
き
る
。
片
面

の
上
端
か
ら
約
二
釦
幅
で
擦
痕
が
見
ら
れ
る
。
ヒ
ノ
キ
板
目
材
。

片
面
に
書
か
れ
た
文
字
の
う
ち
、

「婆
塞
」
か
ら
仏
教
用
語
の
男
性
の
在
俗

信
者
す
な
わ
ち

″優
婆
塞
″
が
想
い
起
さ
れ
、
お
そ
ら
く

「
（優
）
婆
塞
云
…
」

ｃｍ

２９

２６

ｃｍ

の
語
句
を
習
書
し
た
の
で
は
な
い
か
。　
一
方
、
他
面
は
習
書
と
は
明
ら
か
に
異

筆
で
、「起
生

文
字
だ
け
で
木
筒
の
内
容
を
推
測
す
る
こ
と
さ
え
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
内
容
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
ま
ず
木
簡
の
形
状
に

着
目
し
た
い
。
木
簡
は
非
常
に
良
質
な
材
を
用
い
て
お
り
、
先
端
の
削
り
出
し

部
分
を
除
く
と
、
幅
が

一
。
八

凱
で
一
定
し
て
お
り
、
し
か
も
表
裏
両
面
と
側

面
が

一
分
の
狂
い
も
な
い
く
ら
い
に
精
緻
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
木

簡
の
右
側
の
六
個
所
の
切
り
込
み
は
、
ほ
ば
上

。
下
三
個
所
ず
つ
、
対
称
の
位

置
関
係
に
あ
る
。
そ
し
て
、
ご
く
浅
い
両
末
端
の
切
り
込
み
を
除
い
て
、
計
測

値
を
示
す
と
、
内
側
二
個
所
間
二
〇

・
三

帥
、
そ
の
外
側
二
個
所
間
二
六

・
八

蝕
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
端
の
削
り
出
し
部
分
か
ら

「起
」
の
文
字
が
書
か

れ
た
位
置
に
わ
ず
か
に
記
さ
れ
た
刻
目
ま
で
も
内
側
二
個
所
と
全
く
同
数
値
の

二
〇

。
二

飢
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、本
木
簡
は
通
常
の
も
の
さ
し
の
よ
う
に
、均
等
な
目
盛
り
を
有
し

て
い
る
わ
け
で
な
く
、

特
定
な
個
所
に
片
側
だ

け
に
深
い
切
り
込
み
を

入
れ
、
そ
の
数
値
も
き

わ
め
て
特
殊
な
こ
と
か

ら
考
え
る
ど
、
特
定
の

目
的
の
た
め
に
作
ら
れ

た

一
種
の

「定
木
」
と
　

５
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処

木簡(3)



判
断
さ
れ
る
。

さ
て
、
問
題
は
先
に
あ
げ
た
荻
値
か
ら
、
特
定
の
目
的
を
推
測
す
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
木
筒
の
出
土
地
点

・
伴
出
遺
物
お
よ
び
本
木
筒

の
他
面
の
内
容
を
手
が
か
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
目
的
は
自
ず
と
限
定
さ
れ
る
。

ま
ず
、
出
土
地
点

。
伴
出
遺
物
は
別
項
に
記
述
し
た
と
お
り
で
、
出
土
地
点

は
方
二
町
の
寺
域
内
に
あ
た
り
、
ま
た
、
緊
尾
片
が
木
簡
出
上
の
井
戸
跡
周
辺

お
よ
び
、
井
戸
跡
の
裏
ご
め
中
と
埋
土
中
か
ら
も
検
出
さ
れ
、
同

一
層
位
か
ら

重
な
る
よ
う
に
発
見
さ
れ
た
第
二
号
木
簡
に
は

「學
生
」

「寺
」
と
あ
り
、
さ

ら
に
、　
本
木
簡
の
他
面
に
は

「
（優
）
婆
塞
云
…
…
」
な
ど
と
い
ず
れ
も
寺
院

に
関
係
す
る
語
旬
が
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
本
木
簡
は
先
に
特
殊
な

「定
木
」
と
し

た
が
、
そ
の
使
用
目
的
を
寺
院
の
範
疇
で
考
え
る
こ
と
が
最
も
妥
当
性
が
高
い

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
あ
げ
た
二
六

・
八
飩
、
二
〇

・
二
銀
の
切
り
込
み
お
よ
び

均

一
な
幅

一
・
八

伽
の
三
つ
の
数
値
は
、
現
存
の
奈
良
時
代
に
属
す
る
写
経
の

一
紙
の
縦

。
界
高
お
よ
び
界
幅
に
近
似
し
て
い
る
と
思
な
従
。従

っ
て
、
ン」
う
し

た
数
値
を
備
え
た
定
木
は
写
経
の
際
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
こ
の
木
筒
が
写
経
用
の
定
木
と
し
た
場
合
、

「起
」
の
文
字
の
意
味

を
含
め
て
、
い
か
に
し
て
切
り
込
み
を
入
れ
た
か
そ
の
手
順
を

一
応
想
定
し
て

お
き
た
い
。
ア」
れ
は
あ
く
ま
で
も
も
の
さ
し
を
使
わ
な
い
簡
便
な
方
汝
で
あ
る
。

①
写
経
の
た
め
の
底
本
か
ら
界
高
を
と
る
場
合
、
い
き
な
り
、
中
央
の
位
置

に
日
盛
り
を
打
て
な
い
の
で
、
ま
ず
、
下
端
の
切
り
出
し
部
分
を
０
と
し

て
そ
こ
か
ら
界
高
の
位
置

〔
二
〇

・
二
ｃｍ
〕

（「起
」
の
右
側
の
刻
目
ま
で
）

を
決
め
る
。

②
そ
の
点
を
起
点
と
し
て
、
そ
の
上
部
の
余
り
を
ひ
も

。
紙
な
ど
を
用
い
て

二
等
分
し
、
二
等
分
し
た
長
さ
分
上
げ
、定
木
の
中
央
に
平
行
移
動
す
る
。

「起
」
は
最
初
に
界
高
を
と
り
、
そ
れ
を
起
点
と
し
た
こ
と
の
意
で
あ
る

と
解
釈
し
た
い
。

③

一
紙
の
縦
と
界
高
の
差
を
出
し
二
等
分
し
、
そ
の
長
さ
分
を
界
高
の
上

。

下
に
加
え
た
位
置
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
。

な
お
、本
木
簡
の
全
体
の
長
さ
は
末
端
の
切
り
出
し
部
分
を
除
い
て
、
一
一九

・

六
五

ｃｎ
を
計
り
、
奈
良
時
代
、　
一
般
的
に
用
い
ら
れ
た

一
尺

（
い
わ
ゆ
る
天
平

尺
）
に
相
当
す
る
。　
ま
た
、
本
木
筒
は
表
裏
の
筆
の
違
い
と
、　
一
方
が
精
巧
な

写
経
用
定
木
、も
う

一
方
が
経
文
と
思
わ
れ
る
習
書
と
い
う
内
容
か
ら
す
れ
ば
、

当
初
写
経
用
定
木
と
し
て
使
用
し
た
も
の
を
廃
棄
後
に
習
書
木
筒
と
し
て
転
用

し
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

（註
）

一
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
石
山
寺
一
切
経
の
う
ち
喩
伽
師
地
論
巻
五
二
・
五
四

・
五
七
は
界
高
二
〇
・
二
伽
、
界
幅
一
。
八
伽
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

〔石
山
寺

文
化
財
総
合
調
査
団
編

『石
山
寺
の
研
究
　
一
切
経
篇
』
一
九
七
八
年
〕

（平
川
　
南
）

９
　
関
係
文
献
　
仙
台
市
教
育
委
員
会

　

『官
城
県
仙
台
市
郡
山

遺
跡
Ⅱ
Ｉ
昭
和
五
六
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
　

一
九
八
二
年




